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当会による研究事業の概要

事業にいたる背景 ～「ままのがっこ」で実施した諸調査・進路勉強会から見えてきたもの～

１．就労にかかるライフスキル（学校教育と社会のギャップ）

学校教育より提供 → ・実習等による的なスキルアップ

企業・保護者のニーズ → ・広い視野で捉えた就労・生活に必要な力の習得

・就労の意義の理解や就労意欲の育成

２．コミュニケーション

・知的障がい者の限定的な生活環境によるコミュニケーション力向上の機会の不足

・地域の受容性・寛容さを育む機会の不足

３．権利保障

・知的障がい者の高等部卒業後の多様な進路選択（進学の機会）

・学校教育終了後の生涯にわたる学びの機会

※生活面での課題が就労継続の妨げになっているケースも

〇対人関係〇金銭管理〇性に関する課題など
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仕事の意義

オリエン
テーション

交流会

修了式

自主活動 人間・性と生

生活をつくる
からだ
と表現

文化・教養

栄養と
健康管理

地域活動

防犯・防災

１０テーマによるプログラムと実施スタイル

OPEN講座CLOSED講座

スタッフのみ 外部講師を招聘
練馬区の既存学習講座を活用

知的障がいのある高等部生～社会人を対象 どなたでも対象
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栄養と
健康管理

防災 災害から守ろう！大切な命！

学びの会×練馬区 プログラム

だれでもいつでもちゃんとごはん
・ みんなで考えよう健康的な食生活
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×練馬区健康推進課

×練馬区危機管理室
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地域活動
社会参加 選挙に行くって そういうことか！ ×練馬区選挙管理委員会

練猫区長選挙
〈練猫駅前空き地利用〉

学びの会×練馬区 プログラム
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ボランティアスタッフ体験
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×練馬区協働推進課
地域活動
社会参加

学びの会×練馬区 プログラム



地域活動
社会参加 ～ 選挙に行くって そういうことか！ ～

練馬区選挙管理委員会
根岸さん
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今回のタイアップ企画を持ち掛けられたときは、

どんな気持ちでしたか？？

学びの会
大森さん

参加者を募っての選挙講義は、初めての試みだったので、

上手く講義ができるか不安はありました。

打ち合わせをしたときは、どうでしたか？？

準備期間が短かったので、既存のプログラムを中心に、

それをわかりやすい表現にしようと思いました。

具体的には？？

わかりやすく伝えようと考えて、

出来るだけ簡単な表現や絵を使おうと思いました。

講座を振り返って、、、



地域活動
社会参加

～ 選挙に行くって そういうことか！ ～

練馬区選挙管理委員会
根岸さん

講座を振り返って、、、
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なにか不安なことはありましたか？？

学びの会
大森さん

今回、一般に応募した方々がくるということだったので、
参加者がどのくらい来るのかが心配でした。
また、障害の程度がバラバラだと、理解度も変わってくるので、
どのようにわかりやすく伝えたらよいか、悩みました。

実際に講座を実施しているときはどうでしたか？？

実施最中は、わかりやすく元気に話をすることを心掛けました。

参加者の方と話をしながら進めることができ、

たくさん反応もしてくれたので、やりやすかったです。

参加者の方々が選挙について関心を持ってくれたことが

嬉しかったです。

やってみた率直な感想は？？



地域活動
社会参加
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参加者アンケートから



地域活動
社会参加

～ 選挙に行くって そういうことか！ ～

練馬区選挙管理委員会
根岸さん
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学びの会と協働してみてどうでしたか？？

学びの会
大森さん

今回、模擬投票という所では、実際に候補者を立てて

演説をしてもらいました。参加されている方も

わかりやすかったのではないかと思いました。

やってみて、なにか変わったことがあれば教えてください。

候補者演説があると盛り上がるので、

今後も取り入れていきたいと思いました。

学校等で選挙啓発する際も、候補者演説を取り入れるような

プログラムを実施していくことが増えました。

しっかり話を聞いてくれる印象でした。

教えたこともちゃんと守って投票している様子でした。

「へ～」と思ったところがありますか？？

講座を振り返って、、、



地域活動
社会参加
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学びの会とタイアップしてみて、どうでしたか？？

学びの会
大森さん

～ ボランティアスタッフ体験 ～

協働推進課長
宮原さん

社会課題が複雑化し、多様なプレイヤーが地域に参加することが望まれる中、
自治体とは異なる視点を持ち、特定の分野で高い専門性を持ちながら
解決に取り組むNPO法人との協働事業に取り組めたことは、
自治体としても、様々な気付きにつながる有意義ものになったと思います。
一方、視点や立場の違いから、大きな目的を共有できても、
具体的な進め方の段階では意見の相違が起こるケースが多々あります。
これを調整するには、時間をかけた丁寧な対話や、
民間・公共セクターを仲介するコーディネーターの存在が必要だと思いますが、
現在のところ、仕組みとして確立されたものはありません。
（国に対しては、今後、全国から様々な好事例を集め、協働で物事を進めて行く際に必要な
ノウハウの共有化につながる支援をお願いしたいです。）

嬉しかった事、大変だったこと両面に渡って、協働事業を通じて、様々学びました。
仕事である以上、採算や効率性を否定するものではありませんが、
立場の違うもの同士が価値観を共有するには、相手の理解を「待つ」姿勢の大切さを
あらためて実感しました。実際、打ち合わせなどを進める際、
当初は「何故、提案する側にたたき台となる案がはっきりと無いのか？」と
中々進まないことに焦りを感じました。
しかし、対話を通じたブレストから生まれるアイデアに重きを置いていることや、
支援者、利用者（支援される側）という括りでモノを考えず、
誰もが参加者として議論できるあり方に新鮮な驚きを感じるとともに、このようなプロセスだから、
輪の中に加わる全員の主体的な参加や成長につながるのだなと気付きました。

地域社会を取り巻く状況の変化が速くなっている昨今だからこそ、
一見、時間がかかり、遠回りと思える手法に学ぶべき点が多々ありました。

講座を振り返って、、、



関係機関・団体との連携

教員の専門性の向上
夏休み教員向け研修セミナー
特別支援教育枠での講座実施

ワーキンググループ

学びの会

練馬区
協働推進課

練馬区
選挙管理委員会

練馬区
危機管理室

練馬区
健康推進課

練馬区
地域生活支援センター
「すてっぷ」

青年学級

練馬区教育委員会
（区立小中学校特別支援学級
全生徒への情報提供）

大学
（学生サークル）

練馬区生涯学習課
（冊子・サイトで情報提供）
（公共施設等の会場提供）

当事者
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東京都立
練馬特別支援学校

（教員・生徒への情報提供）



途中です

ご清聴ありがとうございました
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